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●正しく施工、組付をしていただく為に、施工前に必ず取付説明書をお読みください。�

●施工終了後、各梱包に付属している全ての説明書を施主様にお渡しください。�

●このたびは、当社製品をお買いあげいただきまして誠にありがとうございます。�
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４�
４�
４�
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員　数�名　　　　　　称�

名　　　　　　称�

ヒンジ取付ボルトＭ８×30フランジボルト�

ヒンジＡタイプ（上）�
２�ヒンジＡタイプ（下）抜け止めネジφ6-M4×8特サラ付�

ヒンジキャップ�
ヒンジカバー�

ヒンジカバー取付ネジＭ４×20ナベ�

規　　　　格�

Ｍ４×25サラ�
Ｍ４×８サラ�
Ｍ５×16サラ�
Ｍ５×10ナベ�
Ｍ４×８サラ�

１�
６�
４�
３�
２�
４�
員　数�

施・解錠押しボタンスイッチ�
防滴プレート�

１�
１�
１�

１�
３�
１�

スイッチボックス(防滴プレート用)

取付説明書（A315）�
１�取扱説明書（UA005）※�

※扉本体の梱包に入っています。�

錠本体(外)組付ネジ�
錠本体(内)組付ネジ�
戸当り板取付ネジ�

シリンダー付落し棒本体取付ネジ�
落し棒取付ベース取付ネジ�

スイッチボックス(通電金具用)
キー�

落し棒受け�
落し棒取付ベース�
シリンダー付き落し棒本体�

１�
１�
１�
１�

戸当り板�

両錠本体�
員　数�名　　　　　　称�

■梱包明細表�
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取付説明書�高級アルミ鋳物門扉電気錠用両錠�

A315
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1．基本寸法�
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2.勝手変更�

＋�○�
○�＋�

入れ替えてください。�
注）固定ハンドル座も同様に内、外のハンドル部を�

Ｂ.ハンドル座の勝手変更方法�
１）外ハンドル座、内ハンドル座共、ハンドル取付�

ネジ（Ｍ４×８　サラ）４本をゆるめ、ハンドル�
部を取り外してください。�

２）外側のハンドル部を内座に、内側のハンドル部�
を外座に取付けてください。�

４）再び、フロントを取付けてください。�
３）扉開閉センサーは回して向きを変えてください。�
２）ラッチを抜き取り、開きを変えて差し込んでください。�

ように注意してください。）�
フロントをはずしてください。（ラッチを落とさない�

１）フロント止めネジ（Ｍ４×８　サラ）をゆるめ、�
Ａ.錠本体の勝手変更方法�

勝手変更�
錠本体は、右勝手内開き用になっています。�扉の勝手が、右勝手内開き以外の場合には、�
下記の勝手変更方法に従って、錠本体、ハンドル座�の勝手を変更してください。�

フロント止めネジ�

ラッチ�

フロント�
扉開閉センサー�

錠本体�

ハンドル部取付ネジ�

外側ハンドル部� 内側ハンドル部�

内座�外座�

入れ替える�

26.5±8.5

2W＋118±17

2W＋58±17

26.5±8.5
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W

G.L.

扉本体�

門柱キャップ�

扉本体�
門柱�

門柱キャップ�

道
路
側�
家
　
側�
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左勝手内開き�

右勝手内開き�

勝手変更方法�

下の表に従って、勝手を変更してください。�
扉の勝手（図は扉を上から見た図です）� 勝手変更�

勝手変更不要。�
そのまま取付けてください。�

変更してください。�
及び、ハンドル座の勝手を�
右記Ａ、Ｂに従って、錠本体�
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3.錠の取付け�

＋�○�

＋�○�

＋�○�

＋�○�

をあてハンドル座取付ネジ（Ｍ４×25　サラ）３本を締め�

サムターン�

錠受け�

ハンドル座取付ネジ�

内座取付ネジ�

ハンドル座取付ネジ�

取付板�

内座取付ネジ�

キー�

取付板�

外ハンドル座�

内ハンドル座�

固定内ハンドル座�

固定外ハンドル座�

２本で上、下２ケ所締めつけ取付けてください。�
次に、固定内ハンドル座を内座取付ネジ（Ｍ４×８　サラ）�
つけてください。�
をあてハンドル座取付ネジ（Ｍ４×25　サラ）３本を締め�
扉外側から固定ハンドル座を差し込み、扉内側から取付板�

固定ハンドル座取付け〔両開きセットの場合のみ〕�

内ハンドル座取付け�
内座取付ネジ（Ｍ４×８　サラ）２本で上、下２ケ所締め�
つけてください。�

注）キーを抜いた状態で取付けてください。�
つけてください。�

扉外側から外ハンドル座を差し込み、扉内側から、取付板�
外ハンドル座取付け�

道路
側�

家　
側�

錠本体� 掛扉�受扉�

家
　
側�
道
路
側�

錠本体� 掛扉�受扉�

家
　
側�

道
路
側�
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4.ヒンジの取付け�
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ヒン�ジ�B

フ�ラ�ン�ジ�付六�角�ボ�ル�ト 
M8×�30

ヒン�ジ�キ�ャ�ップ� 

ヒン�ジ�A

抜け�止�め�ネ�ジ� 
φ�6-M4×�8特�サ�ラ� 

抜け�止�め�ネ�ジ� 
φ�6-M4×�8特�サ�ラ� 

ヒ�ン�ジ�カバー�取�付�ネ�ジ� 
M4×�20ナ�ベ 

ヒ�ン�ジ�カバー� 

ヒン�ジ�（下）� 

ヒン�ジ�（上）� 

5

6

門扉をあけ、ヒンジ�（下）�の抜け止めネジ�
を締めてください。 

ヒンジカバーを取付けてください。 

2

3

4

ヒンジキャップをはめてください。 

ヒンジ�（下）�の抜け止めネジをゆるめてく�
ださい。 

ヒンジを�（下）�、�（上）�の順に調整金具のシ�
ャフトに差込んでください。 

1 門扉の溝に合わせヒンジAとヒンジBで挟み�、�
フランジ付ボルト�（M8×30）�で固定して�
ください。 

● 抜け止めネジのネジ穴のあるヒンジが下�
にくるようにします。 

＜注  意＞�

内開き�

ヒン�ジ� 

外開き�

ヒン�ジ� 

家�
　�
側�

家�
　�
側�
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　　を押しながら操作してください。�

にあてがいＭ４×８○サラで取付けてください。�
　2.シリンダー落し棒本体を、落し棒取付ベース�

　　じ位置になる様、取付けてください。�
　　注）落し棒取付ベース下面と門扉下面とが同�

本で取付けてください。�
　1.落し棒取付ベースを門扉にＭ５×10○ナベ２�
取付方法�

スライド方法�
　　落し棒本体をスライドさせる時は､操作ボタン�

エマージェンシー�

門
扉
本
体
（
錠
前
側
下
）�

シリンダー付落し棒本体�

＋�Ｍ４×８○サラ�

＋�

操作ボタン�

シリンダー付落し棒本体取付ネジ�

Ｍ５×10○ナベ�
落し棒取付ベース取付ネジ�

落し棒取付ベース�

6.落し棒の取付け�
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5.戸当りの取付け�

戸当り�

Ｍ５×16○サラ�
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7.調整方法�

1

● 

● 

固定ボルトをゆるめてください。 

2 調整ボルトをまわし、間口寸法を決めて�
ください。 

3 内外寸法を決めたあと、固定ボルトをス�
パナで締付けてください。 

4 ｢持ち送り止めビス｣を締め、持ち送りを�

（出荷時ビスは仮締めされています。）�
固定してください。�

固定ボルトを締めたまま間口寸法の調整�
を行なうと固定ボルトが破損します。 
必ず市販の呼び10スパナを使用してくだ�
さい。�（※1） 

＜注  意＞�

● 必ず市販の呼び10スパナを使用してくだ�
さい。�（※1） 

＜注  意＞�

● 内方向に調整の場合は持ち送り止めビス�
をゆるめてください。�

＜注  意＞�

内外寸法�
調整金具K
調整金具P

間口方向�
±7.5mm
±8.5mm

表7-1　調整範囲 

内
�外

方
向

 

間口方向 

固定�ボ�ル�ト 

スパ�ナ� 
（※1）� 

ゆる�め�る� 

内�外方向 

しめ�る� 

固定�ボ�ル�ト 

スパ�ナ� 
（※1）� 

 

調整�ボ�ル�ト 

間口方向 

持ち送り止めビス�

持ち送り止めビス�
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※図は右勝手、家側を示します。�

8. 電気錠システム取付および接続方法 
8-1 システム図 

8-2 接続方法 

ここから先は、電気工事店様が行ってください。 

吊�元柱 

G.L.

取付枠 

ス�リー�ブ�

電気錠操作 
ユニ�ッ�トへ�

通電金具 

スイ�ッチ�ボ�ッ�クス�

門内側施解錠ボタン�

取付枠 

M4×�12サ�ラ�小�ネ�ジ�
（ス�イ�ッチ�ボ�ッ�クス�に�仮�止�め�して�い�ま�す�）�

防滴�プ�レ�ー�ト 

M3.5×�5特殊�ネ�ジ�
（防滴�プ�レ�ー�トに�
  仮止�め�して�い�ま�す�）�

芯ケ�ー�ブ�ル�

黒 

白 

緑 

赤 

260～�300 

10
0～

�12
0

配線 
ボッ�クス�

＜注意＞ 
●�電気錠操作ユニットおよび電気錠操�
　作押しボタン（オプション）の詳しい�
　取付方法、使用方法は付属の説明書�
　を参照してください。�
●�配線の結線には必ずスリーブを使用�

●�スリーブの圧着は確実に行い、必ず�
　してください。�

　防水テーピングを施してください。�

　原因になります。�
　防水テーピングを施さないと故障の�

●�施工終了後、各梱包に付属している�
　全ての説明書を全て施主様にお渡し�
　ください。�
●�門内側施解錠ボタンの取付位置はG.L.
　より約1400mmにしてください。�
　取付位置は門の内側の操作しやすい�
　場所に必ず取付けてください。�

最大配線長さ�

使用配線 
配線間 

φ0.65または�φ0.9または�
0.5mm2 0.75mm2 

操作ユニット～ 
　シークレットスイッチ 

シークレットスイッチ～ 
　　　門内側施解錠ボタン 

50000（50m）�

50000（50m）�

50000（50m）�

50000（50m）�

門扉通電金具より 

ミドリ 
ア カ �

E1

E2

シ ロ �
ク ロ �

門内側施・解錠�
スイッチ�

信号線�
（無極性）�

施解錠ボタン用�
信号線（無極性）�

室内�
（電気錠操作ユニット）�

通電金具�
シークレット�
スイッチ�

門内側�
施・解錠スイッチ�

（オプション）�
電気錠操作押ボタン�
　　（最大8個まで）�

AC100V

電気錠操作ユニット�

4 2

2 2 2
2
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1 電気錠操作ユニットのカバー固定ネジをゆ�
るめ、カバーをあけます。�

3 電気錠操作ユニットのカバーをベースに取�

け、ネジカバーを閉めてください。�
付けてください。カバー固定ネジを締め付�

● カバー固定ネジはネジカバーを開いたとこ�
ろにあります。�

＜注  意＞�

2 カバー内部のスイッチ4番または5番を右側�
へ設定します。�

● 出荷時のスイッチ設定は4番および5番は左�
に、それ以外は右に設定されています。�

● 電気錠のつないである回路のスイッチを右�
側へ設定してください。�

● 電気錠操作ユニットの詳しい設定方法は付�
属の取説を参照してください。�

＜注  意＞�

取説コード�

A315
KFY572389E�

200208A＿1001�
201210F＿1001

8.つづき�

施行上のご注意 
●�落雷時の器具破損や、誤動作を防止するために、 
　家屋から通電金具までの配線は架空配線をしない�
　で地中配線をしてください。 

●�門内施解押ボタンおよび家具から通電金具（4芯）�
　までの配線および、増設する施解錠スイッチへの�
　配線は100Vおよび200Vの配線と、接近して平行�
　または交差させないでください。（平行させる場�
　合には、500mm以上離してください。）また、埋�
　込み配線の部分は100Vおよび200V電源とは別配�
　管にしてください。 

●�地中電線路の配管には、従来掘り起こす 
　ことがない場所を選んでください。 

●�配管距離が長い場合、また、曲がりが2ヶ所以上�
　になる場合は、ハンドホールを設けてください。 

●�ハンドホール内で電線の接続は行わないでください�。�

●�配管内に水が侵入しないように、パテなどでふさ�
　いでください。 

工事店様へ 

●仕上げ後、本体についているモルタル等は完全に拭き取ってください�。�
　硬化後拭き取りますと表面を痛めますのでご注意ください。 
●みだりに改造、変更は避けてください。 
●施工終了後、各梱包に付属している全ての説明書を施主様にお渡しください。�

●御使用いただきましてありがとうございました。 

8-3 自動施錠の設定�

8
8

8
8

8
8

8
8

2
2
2
無�
無�

2秒�
30秒�
無�

1
1
1
有�
有�

0秒�
無�
有�

N
O

ベース�
カバー固定ネジ（上）� ネジカバー（上）�

カバー�

ネジカバー（下）�

出荷時設定�

カバー固定ネジ�

ネジカバー�

下側に�
押す�

KFY572389F
200208A＿1001
201607G＿1047


